
— 1 —

*	 鹿児島県立博物館：〒 892-0823 鹿児島市城山町 1-1
**	 鹿児島大学教育学部：〒 890-0065 鹿児島市郡元 120-6
***	 鹿児島県立種子島高等学校：〒 891-3196 西之表市西之表 9607-1

図 1　本村海岸位置図

国土地理院 1/25,000 地形図上中より抜粋

島である。海岸地帯は海食段丘もみられるが，なだ
らかな地形で砂丘地が多い。
　地質的には種子島は隆起・沈降を繰り返してきた
島である。基盤は新生代古第三紀の四万十層群の一
つである熊毛層群で，厚さが 4,500mにもなる。この
熊毛層群に不整合に茎永層群，増田層，長谷層，竹
之川層，ローム層が重なっている。そこに火成岩が
一部陥入するが，ほぼ堆積層からできた島と言える
（早坂ら 1991）。
　本村は種子島南端の太平洋岸に位置する南種子町
大字西之に属する小字で，標高 200 ｍに満たない丘
陵を源流とする鹿鳴川が流れ，河口に向かって沖積
平野が広がっている。小字本村内の砂浜は，本村海
岸と呼ばれ，種子島最南端部の門倉岬から松原集落

はじめに

　砂浜は海からの強い潮風を遮るものが無いため，強
い潮風によって砂が舞い飛び，砂嵐状になって砂は
移動するが，汀線から離れるにつれ風は弱まり，重
力によって地面に落下し砂は堆積する。
　このため砂丘は植物にとって過酷な生育環境であ
る。荒天時の砂による強い衝撃と海水による高い浸
透圧，砂の堆積，真夏の高温と乾燥等，砂丘にはこ
れらの厳しい環境に適応した生き物からなる植物社
会がつくられる。
　砂丘地植生の先端部は汀線から数 10m隔てられ，
植生もまばらで地表すれすれの低茎で，地下茎の発
達する多年生草本からなる群落が成立する。その後
背には徐々に植被率が増加し漸次高茎になる多年生
草本群落，匍匐性の矮性低木林，海岸林の風衝低木林，
亜高木林，高木林が形成される。
　日本の砂丘地植生は大きく 3つの形態がある。寒流
の影響を受ける北海道から東北までの冷温帯ゾーン，
東北から鹿児島までの暖温帯ゾーン，奄美以南のリー
フに囲まれた亜熱帯ゾーンである。
　砂丘地が太平洋岸，東シナ海側に発達した種子島
にはリーフは発達しないが，黒潮が近海を流れ温暖
で亜熱帯性植物も多く漂着し，亜熱帯ゾーンの植生
と温帯ゾーンの砂丘地植生が共存するところである。
　今回種子島の中でも特に自然海岸が発達し，砂丘
地植生から海岸林まで成立している本村海岸を調査
することができたので報告する。

１　調査地概要

　種子島は長さ 52㎞，幅 6～ 12㎞，面積は 444.99㎢
あり，最高点は回峰山の 282.3m で南北に細長く平な	
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干渉を強く受けてきた。
　本村海岸の海岸林は林中に集落の墓や浜の山の石
塚と呼ばれる江戸時代に，この海岸林の保護活動を
したと言い伝えられる僧侶日欽を称える石碑もあり，
神聖な場所として，また集落や耕作地を海風や台風
時の暴風から守る鎮守の森として利用されており，
周辺の里山のように定期的な伐採を受けることは少
なく，森林植生が保たれてきた。
　明治以降は国の管理となり，現在は屋久島森林管
理署が所管し，西の濱国有林の名称が付せられてい
る。内陸側が人と森の共生林，海岸側のマツ林は水
土保全林として位置づけられ，クロマツの植林が一
部施されているほかは人為的な影響は少なく，自然
の海岸線でかつ砂丘植生，海岸林が良好な状態で維
持されている。

２　調査者および調査日

　今回の報告は以下３回の調査によって行われたも
のである。
① 2012 年 10 月 27 日～ 28 日
　調査者：寺田仁志，久保紘史郎
② 2012 年 11 月 19 日
　調査者：寺田仁志，川西基博，久保紘史郎，
　　　　　大屋　哲，本川悠平

に至る前之浜（約 7.5㎞）の一部で，具体的には鹿鳴
川河口から門倉岬に続く断崖まで（約 2㎞）の砂丘
地をさす。
　種子島は旧石器時代以前から人が住み着き日本で
ももっとも古い落とし穴遺構がある大津保畑遺跡や
細石刃が発見された遺跡も島内には多数ある（桑波
田 2005）。また日本に初めて鉄砲が伝わったのは種
子島で 1543 年のこととされ，これを記念して本村
海岸南端の門倉岬には鉄砲伝来の碑が置かれている。
本村海岸を含む前之浜には前之浜海浜公園が造成さ
れ，この中にドラメルタン号漂着碑が建立されてい
る。これは明治 27 年（1894）4 月 24 日の夜，香港
へ向かう途中の英国帆船ドラメルタン号が暴風雨の
ために前之浜海岸に漂着し，地もと住民が手厚くも
てなし感謝されたこのことを記念する。
　また，隣接集落の下中には下中八幡神社があり，
室町時代から保管されている「鰐口」は鹿児島県指
定有形文化財であり，毎年 3月に行われる神事「お
田植え祭」は南種子町の文化財に指定されている。
なお，このお田植え祭は下中八幡神社及び神社の南
方に広がる平野の中にある「森山」（聖地）に隣接す
る御新田（オセマチ）で行われる。
　このように本村周辺は古くから人が住み着いてお
り，丘陵部は燃料等を供給する里山として人為的な

図 2　調査地点
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  確認された種は表 1のように 69 科 195 種である。
この中には鹿鳴川汽水域の湿性植物，海岸林の構成
種，砂丘地植物，林縁植物，路傍植物や森山や下中
八幡神社の社叢等の森林植物等も含まれている。な
お，植物分布，絶滅危惧種についての記述は改訂鹿
児島県植物目録（初島　1986）　，琉球植物目録（初
島ほか　1994），鹿児島県の絶滅のおそれのある野生
動植物植物編（堀田　2003）を参考にした。

表 1　確認種数

科　数 種　数
シダ植物 8 17
裸子植物 3 3
被子植物 58 175

双子葉植物 48 137
単子葉植物 10 37
総　　計 69 194

(2) 特徴的な種について

　希少な植物としては環境省の絶滅危惧植物に当す
る種として，マルバニッケイ，キリシマエビネ，ツ
ルラン，ヤクシマアカシュスラン，ボウランがある。
また分布重要な植物として種子島が分布の北限とな
るボチョウジ，シロミミズ，リュウキュウルリミノキ，
分布の南限となるコウボウムギ，ハイネズがある。
ア　希少種

　マルバニッケイ　クスノキ科
　　環境省カテゴリー（準絶滅危惧）
　　鹿児島県カテゴリー（準絶滅危惧）　
　九州南部からトカラ列島にかけて特徴的に分布す
る。風衝低木林内に群落を形成する。イヌマキ林内
にも数個体が確認された。

　キリシマエビネ　ラン科
　　環境省カテゴリー（絶滅危惧ⅠA類）
　　鹿児島県カテゴリー（絶滅危惧Ⅰ類）
　林床に生える常緑性の地性ランで淡紫色の弁を持
つ。採集によって個体数は著しく減少ており鹿児島
県指定希少野生動植物の種に指されている。イヌマ
キ林内で数個体を確認した。

　ツルラン　ラン科
　　環境省カテゴリー（絶滅危惧Ⅱ類）
　　鹿児島県カテゴリー（絶滅危惧Ⅱ類）
　林床に生える常緑性の地性ラン。白いツル羽を広

③ 2013 年 9 月 7 日～ 9月 7日
　調査者：寺田仁志，川西基博，久保紘史郎，
　　　　　本川悠平

３　調査方法

　砂丘地植生が海岸侵食を受けながらも良好な状態
で維持されている本村海岸周辺の植物相および植物
群落の現況を調べるため，以下の調査を実施した。
(1) 植物相調査

　　調査対象区域内のシダ植物以上の高等植物につ
いて記録した。また，植生調査で現れた種も植物
相の中に組み入れた。

(2) 植物群落調査（植生調査）

　　調査対象地の森林のうち種組成が均一な群落を対
象にして，高木林は125～ 400㎡，低木林は25～100
㎡，草本群落は1～25㎡の面積で形状は必ずしも方
形枠にこだわらず，群落の形状，分布状態に対応し
て調査地点を設定し，Braun-Blanquet の全推定法
（Braun-Blanquet 1964）によって植生調査を実施した。

(3) 現存植生図作成調査

　　植物群落調査資料をもとに既発表資料を参考に
して表操作を行い群集・群落区分を行なった。こ
の結果をもとにして調査区域内の現存植生がどの
範疇に入るか相観によって判断し，地図上に記録
する現地調査を行なった。群落の広がりについて
は南種子町撮影の空中写真及び google map の空中
写真（2009）を参考にして，南種子町作成の縮尺
1/5,000 の地図上に現存植生図を作成した。

(4) 毎木調査及び樹冠投影図・群落断面模式図作成調査

　　海岸砂丘林の群落構造を調査するために，均質
な林分を選定し，20m 四方のコドラートを設定
した。そこに出現する胸高直径が 3㎝以上の全樹
木について，樹種を記録し，測桿器を用いて樹高，
円周尺を用いて胸高直径を測定し（毎木調査），そ
れぞれの樹冠の広がりについても目視で確認して，
位置関係を図示した（樹冠投影図）。また，群落の
相観については，調査コドラード面を含む直線面
で群落断面模式図を作成した。

４　調査結果

(1) 植物相調査

　本村海岸周辺の植物相を調査した。
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表 2　確認種
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　種子島本村海岸が自生の南限となる。種子島の海
岸には一般的であるが，本村海岸では砂丘地に大規
模な群落を形成している。

ウ　砂丘地植物について

　ハイネズ，スナヅル，ハマビワ，ハマボッス，ハ
マナタマメ，ハマエンドウ，ハマアズキ，ハマボウ
フウ，ボタンボウフウ，ツルモウリンカ，ハマヒル
ガオ，グンバイヒルガオ，イワダレソウ，ハマゴウ，
ハマニンドウ，カワラヨモギ，ホソバワダン，ハマ
ニガナ，キダチハマグルマ，ネコノシタ，コウボウ
ムギ，ヒゲスゲ，コウボウシバ，ビロ－ドテンツキ，
ケカモノハシ，コオニシバ，クサスギカズラ，キキョ
ウラン，ハマサルトリイバラ，ハマオモト
　上記30種が砂丘地植物と考えられるが，この中には
スナヅル，ハマアズキ，イワダレソウ，キダチハマグル
マ，グンバイヒルガオなど熱帯性の植物も多く見られる。

(3) 植物群落調査

　本村海岸周辺の植物群落について 68 地点に於いて
調査した。調査日は以下のとおり秋期の調査である
　調査地点番号　1～ 20　2012/10/27
　　　　　　　  21 ～ 35　2012/10/28
　　　　　　　  36 ～ 48　2012/11/19
　　　　　　　  49 ～ 52　2013/09/08
　　　　　　　  53 ～ 56　2013/09/09
　　　　　　　  57 ～ 68　2013/09/07
　それぞれの植物群落について種組成表を組み群落単
位を抽出すると以下のように 17群落単位を確認した。
　砂丘草原3群集2群落，砂丘矮性低木林2群集2群落，
風衝低木林 2群集 2群落，（亜）高木林 2群集 2群落，
計 17群落単位の概要については以下のとおりである。

砂丘草原（表 3）

①　コオニシバ群集
　コオニシバは薩摩半島長崎鼻以南の砂丘地に地下
茎を伸長させて生育する。コオニシバ群集は砂丘地
の植生帯先端から匍匐性低木林の先端まで広範囲に
分布する。
　本村海岸において本群集は表 3のように，主にコ
オニシバが優占するが，種組成によりハマニガナを含
むハマニガナ亜群集，含まない典型亜群集に 2分され
る。ハマニガナ亜群集はさらにハマヒルガオを含むハ
マヒルガオ変群集，典型変群集に下位単位区分される。

げたような純白の花弁を持つ。採集により個体数が
減少している。イヌマキ林中で 10 個体確認した。

　ヤクシマアカシュスラン　ラン科
　　環境省カテゴリー（絶滅危惧ⅠB類）
　　鹿児島県カテゴリー（分布重要）
　伊豆諸島・紀伊半島・四国・九州・沖縄に布する常
緑性の地性ラン。イヌマキ林内に点々と生育していた。

　ボウラン　ラン科
　　環境省カテゴリー（準絶滅危惧）
　　鹿児島県カテゴリー（分布重要）
　高木に着生する常緑の着生ラン。本州中部西から
　南西諸島にかけて分布する。タブノキ林とスダジ
イ林の高木に数個体が着生していた。

イ　分布上重要な種

　下記の北限種 4種，南限種 2種を確認した。
○北限種
　ボチョウジ　アカネ科
　種子島を北限とし南西諸島に分布する常緑の低木。
イヌマキ林やウバメガシ林の構成種として確認した。
個体数は多い。

　スナヅル　クスノキ科
　種子島を分布の北限とする蔓性の寄生植物。本村
海岸ではハマゴウなどの低木種にもからみつき養分
を吸収し 5ｍ四方を越える群落に成長していた。

　シロミミズ　アカネ科
　種子島を北限とし南西諸島に分布する常緑の小高
木。イヌマキ林やウバメガシ林の構成として確認した。

　リュウキュウルリミノキ　アカネ科
　種子島を北限とし南西諸島に分布する常の小高木。
スダジイ林内に数個体を確認した。

○南限種
　コウボウムギ　カヤツリグサ科
　日本の砂丘地植生を代表する象徴的な植物である
が，種子島・屋久島を南限とする。薩摩半島，大隅
半島の砂丘地に見られるように群落はつくらず小塊
状に分布する。本村海岸では砂丘地に点在する。
　ハイネズ　ヒノキ科
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表 3　砂丘草原植物群落組成表
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④　ハイキビ群落
　ハイキビが優占する群落で，汽水域である鹿鳴川
河口部の砂質地あるいは泥地の湿地や湿潤地に成立
していた。

⑤　ヨシ群落
　ヨシ 1種がビッシリと優占する群落で，鹿鳴川の
河口汽水域で満潮時には植物体が冠水する立地に成
立していた。

矮性低木林（表 4）

⑥　ハマゴウ－ハイネズ群集
　ハイネズは砂地に生えるヒノキ科の常緑低木で，葉
は 3輪生し針状で触ると痛く，幹は匍匐し，分枝し
て広がる。北は樺太から南は種子島までの砂丘地に
分布し，本村海岸が南限地となる。鹿児島県内では
種子島の他は分布は知られていなかったが，2005 年
に吹上浜の吹上浜公園のクロマツ林に接する海側で
小規模な群落が確認されている。なお，種子島以南
にはよく似たシマムロの変種のオキナワハイネズが
分布する。
　ハマゴウ－ハイネズ群集はハイネズが匍匐して
びっしりとカーペット状に地表を覆う。
　本村海岸の群落はハマボッス，ヘクソカズラを含
むハマボッス亜群集とトベラ，ツルモウリンカ，シャ
リンバイを含むトベラ亜群集に下位単位区分される。
　本群集の高さは 0.2 ～ 0.8m と低いが，植被率は
100％近くで，構成種数も 10 種を越えることが多い。
構成種中には同様の矮性低木のテリハノイバラやテ
リハツルウメモドキ，ハマサルトリイバラ等ツル植
物が多い。
　ハマボッス亜群集は構成種数は 10 種前後で，一次
砂丘中で強風による堆砂でマウンド状態になり，そ
の頂上に向かう駆け上がり部から内陸部に向かって
下る部分に多く分布する。ハマグルマ－ケカモノハ
シ群集に囲まれるところや，風衝低木林とハマグル
マ－ケカモノハシ群集との間に成立している。
　一方トベラ亜群集は，海側をチガヤ－ハマゴウ群
集等の矮性低木林に内陸側をマサキ－トベラ群集等
の風衝低木林に接することが多く構成種数は 15 種前
後と増加する。
　本村海岸の群落は種子島の中でも特に広く，鹿児
島県内では最大級のものである。全国的にも規模の
大きな群落の 1つと推定される。

　ハマニガナ亜群集典型変群集は波打ち際から始ま
る植生帯の最先端に分布する。地表にハマニガナが
張り付いている群落で，植生の高さは 2～ 5㎝がほと
んどである。植被率は 10 ～ 30％と低く，構成種は 2
～ 7種と少ない。荒天時の高波等によって破壊され，
再生を繰り返している
　ハマニガナ亜群集ハマヒルガオ変群集はハマニガ
ナにハマヒルガオが加わり，時にハマヒルガオが優
占する。本変群集は典型変群集よりやや内陸側に分
布するが，時に最先端になることもある。植被率，
植生の高さ，構成種数とも典型変群集を上回る。
　典型亜群集は本群集としては内陸側にあるためハ
マニガナ，ハマヒルガオを欠くが構成種も 6種前後
と多く，植被率も 50％となって多様性も増す。

②　ハマグルマ－ケカモノハシ群集
　ケカモノハシは屋久島，種子島を南限とするイネ科植
物で砂丘地に塊状になって生える。本群集は，ハマグ
ルマ，ケカモノハシを含みいずれかの被度の高い群落
で，本村海岸の砂丘地では広範囲に分布する。ケカモノ
ハシは夏季は20㎝前後であるが，花茎が出穂すると1m
前後になり，群落の高さも高くなる。本群集はカワラヨ
モギを含むカワラヨモギ変群集とカワラヨモギを欠く典
型亜群集に下位単位区分される。カワラヨモギ亜群集は
さらにチガヤ，スナヅル，ハマオモトで区分されるスナ
ヅル変群集とそれらを含まない典型変群集に区分される。
　カワラヨモギ亜群集スナヅル変群集は平均種数が
11 種で矮性低木林のチガヤ－ハマゴウ群集に接する
ような本群集の中では内陸側にあり，富栄養な立地
に成立する。このため，ハマオモトやスナヅル，カ
ワラヨモギの被度が高く優占する群落もある。カワ
ラヨモギ亜群集典型変群集は構成種数が 5～ 7 種で
二次砂丘の中心部に成立する。
　典型亜群集は構成種数が 3～ 5 種で，海側でコオ
ニシバ群集に接し貧栄養な立地に成立していた。

その他の草原群落

③　キダチハマグルマ群集
　砂丘地に隣接する風衝低木林が破壊された場所に
は，その場を被覆するようにキダチハマグルマが優
占する群落が形成される。本群落はきわめて代償性
の高い群落で，ハチジョウススキやギシギシ等も確
認されている。本調査範囲で門倉岬を含む台地末端
の崖錘部にやや広く分布していた。
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表 4　匍匐性低木林
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表 5　風衝低木林植物群落組成表



— 11 —



— 12 —

表 6　高木林植物群落組成表



— 13 —



— 14 —



— 15 —



— 16 —

ベラ，ヒメユズリハが亜高木あるいは最上層の低木
層に優占する。草本層にはハマサルトリイバラ，テイ
カカズラなどのツル植物やタマシダが生育する。
　本群落はクチナシ，トキワカモメヅル，タイミン
タチバナ，サツマサンキライ，ギョクシンカ，ツワ
ブキ等を構成種にもつクチナシ亜群集と前記種を欠
く典型亜群集に下位単位区分される。クチナシ亜群
集は構成種数は 30 ～ 40 種あり，より風も弱く有機
質に富む立地に成立する。一方典型亜群集はより海
側で風当たりも強く構成種数も 16 種と少ない。

⑪　ホソバワダン－マルバニッケイ群集
　マルバニッケイは南九州，薩南諸島，トカラ列島
に分布し，主に海岸部の岩上地，岩隙地に群落を作
るが，種子島では砂丘地にもマルバニッケイが優占
する低木林が形成される。本群落はマサキ－トベラ
群集の前面にありマサキ－トベラ群集とは組成は似
るが，マルバニッケイが低木層あるいは亜高木層に
優占し，種組成はマルバニッケイ，ホソバワダンで
区分される。
　本群落は門倉岬側の斜面で確認された。

⑫　クロマツ群落
　日本の多くの地域ではクロマツが海岸の防風，防
潮林として植林され，また，燃料として落枝が，肥
料として落葉が利用された。また，白砂とともに海
岸の代表的な景観として白砂青松の海岸が絵図等に
も描かれている。その経験として現在もクロマツを
植林する地域も多く，種子島の本海岸でも今なおク
ロマツの植林が行われている。
　本群落は植林によって生じた群落で，植林されて
15 年前後でクロマツの高さが 2～ 5m，胸高直径が
10㎝前後に成長している。上層の空隙も多く陽性の
テリハノイバラ，キキョウラン，ハマサルトリイバラ，
トベラ等の植物の被度が高い。
　本群落は草本層にハイネズ，ハチジョウススキを構
成種にもつハイネズ下位単位と持たない典型下位単
位に区分される。ハイネズ下位単位はハマゴウ－ハ
イネズ群集中にクロマツが植林されたものと推定され，
残存したハイネズがそのまま構成種となっている。
　マツは成長を続けるが，風衝によって倒れたり，
マツクイムシで枯損したりして，今後変化が起きや
すく人為がないと維持されにくい森林群落である。

　本群集は砂の移動を止める役割を担う。砂だけで
なく有機物も捕捉するため富栄養になり，多数の植
物が生育する環境をつくる。また，景観的には白砂
の中に濃い緑の空間を形成する。

⑦　チガヤ群落
　チガヤ群落は群落の高さは 50㎝前後で，チガヤが
被度 4〜 5で優占する。ハマゴウやケカモハシ，カワ
ラヨモギなどチガヤ－ハマゴウ群集より構成種数も多
い。ハマゴウ－ハイネズ群集の中や後背地に成立する。

⑧　チガヤ－ハマゴウ群集
　ハマゴウは夏季には淡緑色の葉をもち，紫色の花
弁をつける夏緑性の樹木である。幹は砂丘表面を這っ
て成長するが，時間とともに幹は砂中に埋没して縦
横に枝を伸ばし群落を形成する。本群落は砂丘地，
礫地海岸を問わず全国的に広く分布する。
　本村海岸ではハマゴウ，ケカモノハシ，ハマグルマ，
コウボウムギによって他群落とは区分された。
　構成種数は４～７種前後で，群落の高さは 50㎝前
後であった。群落は海側をハマグルマ－ケカモノハ
シ群集，陸側をマサキ－トベラ群集などの風衝低木
林やクロマツ群落に接する。
　群落は風衝低木林の前面に帯状に２～５mの幅で
分布することが多い

⑨　ハチジョウススキ群落
　人為や自然災害等によって破壊された風衝低木林
の立地にハチジョウススキが優占する群落が形成さ
れる。その後より安定なリュウキュウチク群落に置
き換わり，再び風衝低木林に遷移していく。調査さ
れた群落は岩上急斜面で，海側を自然裸地，陸側を
リュウキュウチク群落に接していた。

風衝低木林（表 5）

⑩　マサキ－トベラ群集
　ハマゴウ－ハイネズ群集等の矮性低木林によって
飛砂が発生しなくなると，その後背地には低木林が
発達する。
　本村海岸ではトベラ， シャリンバイ， ヒメユズリハ，
イヌマキ，マサキ，モクタチバナ，イヌビワ， ビロウ
などの低木種，フウトウカズラなどの草本植物種を構
成種に持つ風衝低木林のトベラ－マサキ群集が確認
された。群落は 2〜 3層構造で主にシャリンバイ，ト
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斜面林（調査番号 50）から識別された。
　モッコク亜群集は 4 層構造で，胸高直径が 60 ～
70㎝のスダジイ，タブノキ，ナタオレノキ等の大径
木があり，高木層をスダジイが被度 3～ 4で優占する。
亜高木・低木層にはモクタチバナ，フカノキ，カク
レミノ等の被度が高く，草本層はホソバカナワラビ，
コバノカナワラビ，ヨゴレイタチシダ等のシダ植物
の被度が高く，ラン科植物のツルランやユウコクラ
ンなどのなどの種も含まれ出現種数は約 40 〜 50 種
を数える。
　典型亜群集は胸高直径 25㎝のスダジイが高木層に
優占する萌芽林で，谷部のやや湿潤な立地であった
ため比較的構成種数も多いが，やや乾燥地に適する
モッコク等の区分種を欠いている。亜高木層にリュ
ウキュウチクの被度が高いが林冠が密閉されはじめ
ているためリュウキュウチクの衰退が始まっている。
草本層は構成種数も多く，ユウコクランやツルラン
等のラン科植物もあり，自然林に遷移する途中である。
　なお，調査地内の斜面林の多くはギョクシンカ－
スダジイ群集の典型亜群集である。

⑯　イヌマキ－ヒメユズリハ群落
　南種子町の旧砂丘地である宝満の池，阿嶽川，本
村海岸においてはイヌマキ及びヒメユズリハが優占
する自然林が広範囲に分布する（寺田ほか　2014）。
　本調査地内においてイヌマキ林はタブ林の一形と
して，シマグワ，ナタオレノキ，コウシュウウヤク，
トベラを区分種にするヒメユズリハ－イヌマキ群落
が識別された。
　本群落は種組成から，ヤクシマシュスラン，テリ
ハツルウメモドキ，カカツガユを含み，やや湿潤な
立地に成立するヤクシマシュスラン下位単位と，そ
れらの種を含まずやや乾燥した立地に成立する典型
下位単位に下位単位区分される。
　本群落は亜高木林ないし高木林で最上層に胸高直径
40㎝前後のイヌマキが被度 3から 4で優占する。最上
層にはイヌマキのほかモクタチバナ，タブノキ，ホル
トノキ等の被度が高く低木層には海岸林として普通に
見られるネズミモチ，ヤブニッケイ，ハマビワなどの
他ナタオレノキ，ギョクシンカ，ショウベンノキ，ボチョ
ウジ，コウシュウウヤクなどの被度が高い。草本層に
はアオノクマタケラン，フウトウカズラ，テイカカズラ，
ホソバカナワラビなどの被度が高く，コクランやユウ
コクラン，ときにツルランなども見られる。

⑬　リュウキュウチク群落
　リュウキュウチクは野焼き等の人為や自然災害等
で攪乱があったとき地下茎が急激に成長するため群
落を形成する。種子島ではニガダケと呼ばれている
ため敬遠されているかと思えば，アクがないため近
年は食用にされ重宝されている植物である。
　本調査地内でも伐採跡地や耕作放棄地，河川の氾
濫地等で広く分布する。低木層あるいは亜高木層に
リュウキュウチクがびっしりと生え，草本層の植被
率は 5％と低い。調査地の谷部，低地部を反映して
アオノクマタケランやフウトウカズラ，モクタチバ
ナ等のタブ林を指標する種が随伴する。

亜高木林（表 6）

⑭　トベラ－ウバメガシ群集
　種子島の海岸の岩上地や岩隙地の中で特に乾燥が
著しいところには本群落が成立する（寺田他　2013）。
また，甑島の長目の浜同様に地下水位が高い礫地に
も成立している（寺田他　2008）。本村海岸で調査し
た群落は，鹿鳴川左岸以北の海岸林中の礫地であった。
　ウバメガシが亜高木層に優占しシャリンバイ，イ
ヌマキ，ネズミモチ，ギョクシンカなどの被度が高く，
草本層にはホソバカナワラビが優占する。乾燥しや
すい環境を反映し構成種数が 24 種と亜高木林として
は少ない。強風や道路開削等の攪乱によりノアサガ
オやテイカカズラ等のツル植物の被度が高い。

⑮　ギョクシンカ－スダジイ群集
　種子島の常緑広葉樹林は斜面等の表土の薄い貧栄
養な立地ではシイ林が発達し，富栄養で湿潤な環境
ではタブ林が発達するが，いずれも二次林的性格が
強く，シイ林は種組成からギョクシンカ－スダジイ
群集が，タブ林は内陸にアコウ－タブ群落，海岸に
ナタオレノキ－タブ群落が分布する（宮脇　1979）。
　今回の調査でシイ林としてスダジイ，コバノカナ
ワラビ，クロキ，マテバシイ，ヨゴレイタチシダ，
シマイズセンリョウ，ヒメアリドオシを区分種とす
るギョクシンカ－スダジイ群集が識別された。
　群落は，モッコク，マメヅタをもつモッコク亜群
集とそれらの種を持たない典型亜群集に下位単位区
分された。
　モッコク亜群集は下中八幡神社の社叢林（調査番
号 53）とお田植え祭が行われる神田近くの「森山」（調
査番号 51）から，典型亜群集は畑放棄地に隣接する
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表７　毎木調査表
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図 8　イヌマキ−ヒメユズリハ群落断面模式図

図 7　低木層樹種分布（百分率）

図 5　高木層樹種分布（百分率） 図 6　亜高木層樹種分布（百分率）

図 3　胸高直径分布 図 4　樹高分布
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図 9　樹幹投影図



— 21 —

とが多い風衝低木のトベラやシャリンバイなど 9～
10m前後まで成長している。
　本群落は海岸の旧砂丘上に発達する持続群落とさ
れ，より多層群落が形成されるとナタオレノキ－タ
ブ群落に遷移するものと考えられる（宮脇　1979）。

⑰　ナタオレノキ－タブ群落
　種子島ではタブ林はアコウ－タブ群落とナタオレ
ノキ－タブ群落があるが，比較的乾燥している立地
が多く現存するタブノキ林の多くはナタオレノキ－
タブ群落にまとめられる（宮脇　1979）。
　今回の調査ではイヌマキ－ヒメユズリハ群落の内
陸側末端部で，より湿潤で富栄養な立地の高木層に
タブノキが優占する群落が確認された。
　本群落はハマニンドウ，オオイワヒトデ，ツルグミ，
リュウキュウエノキ，ボウラン等によってイヌマキ－
ヒメユズリハ群落から識別される。群落は 4層構造で
高木層に胸高直径 80㎝程度の巨木のタブノキが被度 3
～ 4で優占し，モクタチバナ，イヌマキ，リュウキュ
ウエノキ等の被度が高い。亜高木層以下にはコウシュ
ウウヤク，ショウベンノキ，モクタチバナ等の樹木や
フウトウカズラ，オオイワヒトデ等の被度が高い。

（４）植生分布の概要

　以下の凡例（表 8）で本村海岸の現存植生図（図 9）
および植生配分図（図 10，11）を作成した。

表８　本村海岸現存植生図凡例

凡　　　例
草原
１　ヨシ群落等湿生地群落
２　コオニシバ群集等風衝草原
矮性低木林
３　ハイネズ群落等矮性低木林
低木林
４　トベラ－マサキ群集
５　クロマツ低木林
６　リュウキュウチク群落
亜高木林・高木林
７　イヌマキ－ヒメユズリハ群落
８　トベラ－ウバメガシ群集
９　ナタオレノキ－タブ群落
10　ギョクシンカ－スダジイ群集
その他
11　耕作地雑草群落
12　自然裸地
13　緑の多い住宅地
14　スギ植林
15　公園地

　本群落のうち調査番号 49 地点が本村海岸における
典型的なイヌマキ－ヒメユズリハ群落と確認された
ので，同地点で毎木調査，樹冠投影図作成調査，群
落断面模式図作成調査を行い群落構造を解析した。
　20m四方の中には胸高直径 3㎝以上の個体はイヌ
マキをはじめ 22 種 142 本 134 株が確認された（表 7）。
　調査区内の個体についての胸高直径分布，樹高分
布は図 3，図 4のとおりとなる。
　これらの個体を樹高９m以上を高木，6m以上 9m
未満を亜高木，6m未満を低木と分類し，それぞれの
階層の樹種割合を図化した（図 5，図 6，図 7）。
　全個体数の中で特に多いのはイヌマキ，モクタチ
バナ，ナタオレノキ，ヒメユズリハの順で全体の
60% を占める。高木層の中ではイヌマキが 33%，次
いでナタオレノキ，ヒメユズリハがともに 18%，ト
ベラが 11％を占め，これらの種で 80% となる。亜
高木でもイヌマキは多くを占めるが，モクタチバナ，
ハゼノキの占有率が高くなり，ナタオレノキの４種
で 63.5% となる。低木層ではモクタチバナが多く占
め，ショウベンノキと 2種で 47％となる。
　また，胸高直径から本調査地の構成をみると，41
㎝のタブノキが最も大きく，胸高直径が 15㎝以上の
種は 4種，26 本全体で 18%である。やはりイヌマキ
が多く 14 本，ナタオレノキ，ヒメユズリハが 5本ずつ，
タブノキが 2本である。平均が 10.5㎝と小さく，70
㎝を越える大径木は無く，成長しきれないうちに台
風等によって寿命を向かえているようである。
　樹冠投影図（図 9）からは本群落はほとんどの面
積が林冠によって被覆され，しかも 2層以上にわたっ
て多層群落を形成しているが，一部に林冠が被覆さ
れておらずかつて強風等で森林欠損（ギャップ）が
生じたものと推定される空間がある。
　また，最大被度を示すイヌマキは個体数が多く，優
占する樹種単体での被覆する面積はタブ林やシイ林
などのような通常の群落に比較して狭く，最大のイヌ
マキや最大胸高直径を持つタブノキでも 10%を越え
ることはなく，樹木が密に立っている。また，分散の
仕方は集中するのでなくランダムに分布しており，密
な空間もあれば，全く空隙となったところもある。
　毎木調査には現れない 3㎝以下の低木や草本層を
含んだ植生調査から，後継木が不安なく供給されつ
つあるところも推定できる。
　本調査地の立地は海岸性の風衝低木林から高木林
への推移帯であったため，通常は 5m未満であるこ
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図 11　Ａ断面植生配分図

図 10　現存植生図

クロマツ植林 マサキートベラ群落
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図 13　C 断面植生配分図

図 12　Ｂ断面植生配分図
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の順序を繰り返すが，85 ｍ付近からは風衝低木林そ
して高木林となる。
　C断面では，汀線（比高 0ｍ）から 65 ｍ付近（比
高 2.68m）まではきわめて緩い斜面であるがその後
傾斜が増し100m付近（比高11.88m)で1次砂丘のピー
クとなる。その後負のやや急な傾斜となり 122m の
ところで（比高 4.75 ｍ ) となって再び緩い傾斜の二
次砂丘となって駆け上がっていく。
　植生帯は汀線から 63m，標高は 2.68mから始まる。
最初にコオニシバが低被度で優占しハマニガナが混
じる。その後，74mからハマグルマの被度が高くなり，
ケカモノハシ，ハマゴウが順次後を追うように被度を
増しては減少する。一次砂丘のピークの 100mではチ
ガヤ－ハマゴウ群集となり，負の斜面でもハマゴウが
優占する。その後風衝低木林が期待されるが，108m
付近からクロマツが植林され，低木林となっている。

低木林から高木林まで

　本来であればチガヤ－ハマゴウ群集の後は，旧砂
丘になる。この旧砂丘の先端部にクロマツが植林さ
れている。B断面を含む砂丘西部は（門倉岬側）に
はクロマツの植林はないが，A断面を含む本村海岸
東部小規模連続的に，C断面を含む前之浜海岸は広
範囲にクロマツが植林されている。
　A断面を含む本村海岸ではチガヤ－ハマゴウ群落
から傾斜が負になるとハイネズ群落が発達する。砂
の移動がほとんどなくなると群落の高さも 1m前後
となってトべラやシャリンバイなどが優占するトベ
ラ－マサキ群集となる。風衝低木林によって徐々に
風当たりが弱くなる。群落の高さは徐々に高くなり
6m前後になるとイヌマキが優占するイヌマキ－ヒ
メユズリハ群落となる。イヌマキ－ヒメユズリハ群
落は内陸に行くほど発達し，群落の高さも高くなり，
構成種数も増加する。地面の傾斜が負から正になる
凹地点では湿潤富栄養な立地となりタブ林のナタオ
レノキ－タブ群落となる。本村海岸においては海岸
林の末端部にあたり，本群落は狭小である。

本村海岸の後背地

　その後内陸に向かって平坦地となっており，そこ
は水田として開発されている。水田の内陸側末端部
には谷部とつながるところはスギ植林に，尾根部に
つながるところはギョクシンカ－スダジイ群集のシ
イ林に繋がる。

　図 11は調査地点図（図 2）中のＡ断面であり，図

12はＢ断面，図 13は C断面である。なお，図中の
群落名は優占種による分類である。

汀線から低木林まで

　Ａ断面を含む本村海岸の多くで，砂丘植生の帯状
分布が典型的な形でみられる。
　まず波打ち際から植生帯の最先端まで前之浜海岸
の南端部付近で 30m，Ａ断面では 34mある。以下Ａ
断面についての概説する。
　植生帯の最先端はおもにハマニガナが優占し，そ
の後コオニシバが優占する。汀線から 50m付近まで
は 一様に４°前後の上り斜面でコオニシバ群集が発達
する。50m付近ではほぼ平坦になりハマグルマが優
占する群落となるが，60m付近から再び上り斜面と
なりケカモノハシが優占するハマグルマ－ケカモノハ
シ群集となる。70m付近では傾斜が 0°となり，有機
質がたまるようになる。ここにはカワラヨモギが優占
する群落が作られる。その後負の急傾斜（-18°）にカ
ワラヨモギが優占したままである。77m付近までは
ハマグルマ－ケカモノハシ群集といえる。その後傾斜
が緩くなり風当たりがやや弱くなると矮性低木のハ
マゴウが優占するチガヤ－ハマゴウ群集となる。90m
付近で再び傾斜が 5°前後になるとハマグルマ－ケカ
モノハシ群集となる。103mでその後傾斜が急激（17
°）となって小丘状になるとハイネズ群落となる。傾
斜が負となるとハマグルマ－ケカモノハシ群集とな
る。その後汀線から 140 ～ 156mのところでは再び傾
斜が 10°を超え小丘状になるとハイネズ群落となる。 
傾斜が緩くなってチガヤ－ハマゴウ群集となりマツ
植林を保護する構造物を経てクロマツ低木林となる。
　一方Ｂ断面については砂丘の末端部にあたり急激に
高くなる地形となっている。Ｂ断面上は海岸侵食で満
潮線から 18mまではかつておおっていた砂が侵食さ
れ礫が裸出している。その後無植生帯となり 30m付
近から 60°の急崖となり現在も少しずつ崩落している。
　33 ｍ付近から植生帯が始まる。42mまで 31°の急
傾斜に砂丘草原のコオニシバが優占する群落が発達
する。その後匍匐性矮性低木のハイネズがびっしり
と生えるハイネズ群落が 20m ほど連続する。その
後傾斜がゆるみ風の影響が緩和されると風衝低木林
のマサキ－トベラ群落が出現する。その後傾斜が急
になり，風当たりが強くなるとハイネズ群落となり，
また傾斜がゆるむとマサキ－トベラ群落となり，こ
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岸林に続いている。海岸林ではイヌマキ林が発達し，
一部でタブ林も連続する。

（5）西南日本を代表する砂丘植生である。
　海岸部は農地や住宅地，埋め立て，堤防工事など
の人為的改変によって自然海岸は激減している。上
記の特性を兼ね備えた海岸は希有なものである。汀
線から砂丘植生，海岸林まで連続し，かつ大規模な
群落であるのは希有の存在であり，種子島のみなら
ず西南日本を代表する砂丘植生であるといえる。

６　本村海岸の砂丘地植生・海岸林の保護について

　本村地区はは歴史的地区でありながら，地域の先
人の知恵として本村海岸は防風防潮林として良好な
状態で砂丘地植生，海岸林が維持されてきた。
　このため，上記の価値を持つ貴重な海岸となって
いる。この価値は西南日本の自然の成り立ちを知る
上で重要であり，国民的な財産として価値があるた
め，国による文化財指定が望まれる。
　海岸線から始まる無植生帯，砂丘草原，風衝低木林，
海岸林が連続し，人為的な植林や構造物の少ない地
域について指定し，今後保全にあたっても人工構造
物や単調植林は極力避けるべきである。
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